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石炭博物館友の会スタート:

ア
ピ

「
安
保
関
連

法

」

貧

戦

争

法
し
施
行
後

の

５
月
３
日

（
憲

法
記
念
日
）
、
全

国
で
取
り
組
ま

れ
た

『
戦
争
法

廃
止
１
５

・
３

憲
法
集
会
』
が
、

岩
見
沢
中
央
公

園
で
開
催
さ
れ

２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

昨
年
、
９
月

・２

日

に

開

催

さ
れ
た

『
総
が

か
り
で
戦
争
法

廃
案

へ
』
南
空

知
集
会
と
同
規

模

の
南
空
知
集

会
に
、
夕
張
か

石炭博物館 友の会発足式
初代会長に矢野牧夫さん !

4月 24日 、石炭博物館において石炭博物館友の会発足式&
友子制度のトークセッションが開催され、約40人 が参加しました。

2月 に開催された石炭博物館フォーラムで友の会メンバーの募

集を開始、50名 を超える方たちから賛同が寄せられていると発表

があり、友の会の初代会長には矢野牧夫さん (夕 張の歴史と文化

を学ぶ会副代表 )が満場の拍手で確認されました。

トークセッションは、登川・楓で友子制度を経験した藤森さんと

伊藤さん、友子制度を研究している矢野さんの二人で進められ、

取り立て式のビデオも見ながら当時の生活などを語り合っていまし

た。

の
は
私
た
ち
！

―

レ

ー

ヨ
′

ら

も

２３

名

が
参
加

し
ま

し
た
。
集
会

で
は
、

主
催
者

・
来

賓

の
挨
拶

の

あ
と
、
夕

張

か
ら
若
者

が
、

「
夕
張

は
、

昨

日
、
署
名

目
標

１
，

８

０
０
を
達
成

し
ま

し
た
。

わ
た

し
も
、

友

人
か
ら
署

名
を
集

め
参

加

し
ま

し
た
。

戦
争
法

は
な

く
す

べ
き

で

す
。

み
な
さ

ん

一
緒

に
頑

張

り
ま

し

ょ

う
」
と
元
気
よ
く
あ

い

さ

つ
し
ま
し
た
。

今

年

は

１０
代

の
若

者
と
オ
ジ
さ
ん
ギ
タ
ー

隊
が
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
乗

り
込
み
、
若
者

の
ラ

ッ

プ
調
の
ア
ピ
ー

ル
や
ギ

タ
ー
演
奏

で
の
う
た
ご

え
パ

レ
ー
ド
、
大
小

の

プ
ラ
カ
ー
ド
も
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
、

こ
の
南
空
知

で
も
若
者
た
ち

の
サ
ウ

ン
ド
ア
ピ
ー

ル
が
登
場

し
、
新
し
い
風
が
吹
き

始
め
、
若
者
や
市
民
が

行

動

す

る

２．
世

紀

の

幕
開
け
を
感
じ
ま
し
た
。

当

日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
会
場
で
の
歌
声
と

「
野
党
は
共
闘

―
憲
法

を
壊
す
な
！
」

の
プ
ラ

ス
タ
ー
を
掲
げ

る
参
加

者

の
熱

い
思

い
が
、
強

く
感
じ
ら
れ
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
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印
肇

萎

５
月
１
日
、
第

８７
回

メ
ー
デ
ー
タ
張
集
会
が
、

は
ま
な
す
会
館

で
開
催

さ
れ
、
約

３。
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

筒
井
勇
治
実
行
委
員

長

の
挨
拶
、
日
本
共
産

党
く
ま
が

い
桂
子
市
議

の
祝
辞

の
あ
と
、
紙
智

子
参
議
院
議
員
、
は
た

や
ま
和
也
衆
議
院
議
員
、

道
共
産
党
相
談
室
長

の

森

つ
ね
と
さ
ん
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
、
鈴
木
直
道
市

長

・
厚
谷
司
議
長

・
労

金
支
店
長
等
か
ら

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

「
労
働
法
制
改
悪
」

に

つ
い
て
学
習
し
、
安

倍
政
権

の
暴
走
を
止
め

な
け
れ
ば
、
貧
困
と
格

差
が
な
く
な
ら
な

い
こ

と
を
確
認
し
メ
ー
デ
ー

宣
言
と

ス
ロ
ー
ガ

ン
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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「団結 !ガンバロー !」

の参加者

明
治

の
終
え
ん

一
九

一
二
年

（
明
治

４５
年
）

７
月

３０
日
、
明
治
天

皇
が
亡
く
な
り
ま
す
。

明
治
維
新
以
来
、
薩
摩

。
長
州

の
藩
閥
政
治

の
頂
点

に
立
ち
、
富
国
強
兵

・
殖
産
興
国

政
策
を
持

っ
て
日
清

日
露

の
戦
争
に
突

っ
走
し

っ
た

明
治

の
思
想
的
中
心
が
崩
壊
し
ま
す
。

同
時

に
天
皇
に
殉
死
す
る
と
し
て
、
乃
木
希
助
大
将

（
日
露
戦
争

で
大
量

の
兵
士
を
死
な

せ
た
）
が
夫
人

の

静
子
と
自

刃
と

い
う
、
前
近
代
的
事
件

で
幕
を
閉
じ
ま

す
。

伊
藤
博
文
暗
殺
さ
る
、
韓
国
の
不
幸
の
は
じ
ま
り

こ
れ
に
先
立

つ
、

一
九
〇
九
年

（
明
治

４２
午
）

１０
月

２６
日
、
明
治
天
皇

の

無

二
の
重
鎮

で
元
老
伊
藤
博
文
は
、

ハ
ル
ピ

ン
駅
頭

で
韓
国

の
愛
国
者

「
安

重
根
」

に
暗
殺
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機

に

一
気

に
翌
明
治

４３
年
、

日
韓
条

約
が
締
結

さ

れ
、
韓
国
併

合

・
従
属
が
始
ま
り
ま
す
。
以
来
、
韓
国

（
朝
鮮
）
の
不
幸
が
始
ま

り
ま
す
。

年
号
改
ま
り
庶
民
の
生
活
は
好
転
し
た
か

時
代
は
大
正
に
入
り
ま
す
が
、
庶
民
の
生
活
は
日
露
戦
争
後

の
大
不
況
に
襲

わ
れ
ま
す
。

夕
張
炭
鉱

で
は
、
井
上
角

五
郎

以
下
重
役
が
経
営
不
振

で
総
辞
職

（
明
治

４３

年
）
。

明
治

４５
年

４
月
に
第

二
斜
坑

で
死
者

二
六
七
名
、
年
号
が
変

わ

っ
て

１２
月
、

同
じ
現
場

で
ガ

ス
爆
発
二

一
六
名

の
死
亡
者
を
出
す

（
前
号

に
記
述
）
と

い

う
悲

し

い
年

の
暮
と
な
り
ま
す
。

翌
年

一
九

一
三
年

（
大
正

２
年
）
正
月
気
分

の
抜
け
な

い
１
月

１３
日
、
再

び
第

二
斜
坑

で
坑
内
火
災
が
起
き
、
五
三
名
が
死
亡
す
る
災
害
と
な

り
ま

し

た
。打
ち

つ
づ
く
災
害

に
、
居
住
区
で
は
連

日
の
よ
う
に
葬
式
が

つ
ら
な
り
、

不
安
と
動
揺
が
広
が
り
ま
す
。
坑
夫

の
多

く
は
ヤ

マ
を
離
れ
、　
一
九
〇
七
年

（
明

４０
年
）
に
五
五
〇
〇
余
名

い
た

の
が
、

こ
の
年

（
大

２
年
）
に
は
四
三

〇
〇
余
名
ま

で
減

っ
て
い
き
ま
し
た
。

くずさんの

夕張歴史散歩 (47)

森

つ
ね
と

「
か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党
道
国
政
相
談
室
長

い
わ
ぶ
ち
友
さ
ん

（
参
院
比
例
予
定
候
補
）
と
札
幌
市
内

で
女
性

の

つ
ど

い
に
参
加

し
た
と
き

の
こ
と

で
す
。
若

い
シ
ン
グ

ル

マ
ザ
ー

の
発
言
に
会
場
が
静
ま
り
ま
し
た
。

家
計
を
助
け
る
た
め
に
高
校
時
代
か
ら
働

い
て
き
た
と

い
う

こ
の

女
性
は
、

子
ど
も
を
授
か
り
ま
す
が
、
事
情

か
ら

一
人
で
育

て
る
決

意
を
し
ま
す
。
派
遣
会
社

に
登
録
し
、
「
日
中

・
土

日
休

み
」
の
条
件

で
仕
事

の
紹
介
を
待

つ
も

の
の
、
条
件
が
合
わ
ず
連
絡

は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
む
を
得
ず
、
平
日
以
外

の
勤
務
も
あ
る
仕
事
を
選
択
。
し
か
も
、

保
育

園
が
開
園
す
る
朝
七
時

に
子
ど
も
を
預
け

て
、
ぎ
り
ぎ

り
出
勤

時
間
に
間
に
合
う
早
朝
か
ら

の
勤
務

で
す
。

娘
さ
ん
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
る

の
は
朝
、
晩

の
限
ら
れ
た
時

間
だ
け
。
さ
ら
に
、
保
育
園
が
休

み
の
と
き
、
小
さ
な
娘
さ
ん
を

一

人
に
す
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
実
母
に
預
け

て
働
き
に
出
ま
す
が
、

そ

の
た
び
に

「
娘

の
こ
と
を
考
え

て
い
な

い
」
と
責
め
ら
れ
、
け
ん

か
に
…
。

そ
ん
な
母
親

の
心
情
を
察

し
た
娘
さ
ん
は
、
「
母
ち

や
ん
、
仕
事
し

な

い
と
生
き

て
い
け
な

い
も

の
ね
」
と
言

っ
て
、
け
な
げ

に
見
送

つ

て
く
れ
る
そ
う

で
す
。

何
よ
り
不
安
な

の
は
、
短
期
雇
用

で

つ
な
ぐ
先
行
き

の
見
え
な

い

生
活

で
す
。
「
も

っ
と
働
き
や
す
く
、
子
育

て
し
や
す

い
社
会
に
な

つ

て
ほ
し

い
」
。
震
え
る
声

で
訴
え
た
母
親

の
日
か
ら
は
、
悔
し
涙
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

女
性
や
子
ど
も
が
生
き
づ
ら

い
社
会

に
未
来

は
あ
り
ま
せ
ん
。

母

親

の
涙
を
目
に
焼
き
付
け

て
、
政
治

の
転
換
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

母
の
涙

君饉
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つ
ね
と


